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1億6695万円

　１２月６日～１２日まで７日間開かれ、諸般の報告、委員長報告の後、議案１３件、発議１
件の審議を行い、追加予算などを含めすべての案件を可決し閉会しました。

　１０月１８日に、臨時会を開き、台風１６号被害に伴なう補正予算を審議し可決しました。
補正予算５２５０万円を追加し予算総額は７８億５５３１万１千円になりました。

追加
補正

一般会計
総額

全員賛成
80億2226万円
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多くの意見をいただきました

みなさんからいただいた質問です。（抜粋しております。）

第４回議会報告会を開催しました。
◎１１月１５日 (火 )
　中尾公民館

（来場者１２人）
◎１１月１６日 (水 )
　西門川活性化センター

（来場者２２人）
◎１１月１８日 (金 )
　西栄町公民館

（来場者　８人）
中尾公民館 西栄町公民館西門川活性化センター

問�尾末地区に津波時の避難タワーは造らない
のか。

問 �388 号線の庭谷、松瀬、北郷間のうち
8kmは一車線となっているが、議会の対応
は。

　　　　
問�台風での水害対策、ゴミ対策を抜本的に考
えてほしい。

問�地域振興券の効果は。

問�富山市議会では、政務活動費の使途が問題
になっているが、門川町議会では議員一人
あたりいくらになるのか。

問�尾末港に県の補助で設置した養殖場跡地が
あり、ゴミ捨て場と化している。町で撤去
できないか。

問�合同金婚式を何故、町で音頭をとってやら
ないのか。延岡市、日向市ではやっているが。
　　　　
問�学校のプールは、夏休み利用できないのか。

問�町長選、議会議員選を同時に実施すれば投
票率アップ、経費削減になるのではないか。

問�資源ごみ、プラスチックの回収益はいくら
か。また、その使途は。

答 �500 ｍ以内に、一時避難所が存在し、町と
しては設置しないとのこと。

答�県は道路拡幅の方向で考えている。調査を
早急に進めるとのこと。

答�土木事務所に改善策を要望している。また
町にも提言していく。

答 �1 億 9500 万円の振興券を発行し、町内で消
費した。4500 万円を町が補助。

提言内容（抜粋）
　災害ごみの一時集積場所の確保、ゴミ
の搬送・搬入の特段の措置、災害対策マ
ニュアルを小規模・局地的災害にも対応
できるよう、早期に見直し、もしくは、
災害規模ごとのマニュアル策定をするこ
と。

答門川町議会には、政務活動費はない。

答�個人資産であり、町としては撤去は困難、
県への要請を行っている。

答�出席する方が年々減少してきた為、町では
中止した経緯がある。

答�監視の対応が難しく、事故時の責任問題等
あり、利用は困難なようである。

答�議論はしているが、なかなか難しい問題で
ある。

答�資源ごみの 27 年度の利益は、47 万 5 千円
で回収団体に還元している。プラスチック
については有価物ではないので、売買益は
ないが日本容器包装リサイクル協会から再
商品化の費用や品質によって収入がある。
27 年度は約 50 万円で使途は回収事業の一
部に充当している。

質  問 答  え 質  問 答  え

町長に提言書を渡す議長

町長への提言
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町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

町 

長

　産業振興の方向性について　　　　　　　
米良　格

町長　各種事業、交付金制度により具体的に推進

高
齢
者
の
自
動
車
運

転
に
つ
い
て
　
　
　

問
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

重
大
事
故
が
多
発
し
、
県

内
で
も
暴
走
に
よ
る
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　

運
転
免
許
返
納
は
、
生

活
範
囲
を
狭
め
る
も
の
で

あ
り
、
単
純
に
勧
め
ら
れ

な
い
が
、
門
川
町
独
自
に

行
え
る
も
の
は
な
い
か
。

　
日
向
自
動
車
学
校
と
業

務
提
携
し
、「
交
通
安
全
教

室
」
を
開
催
。
日
向
地
区

交
通
安
全
協
会
・
門
川
支

部
で
は
、
出
前
講
座
を
実

施
し
て
い
る
。

問
現
在
実
施
中
の
『
公
共

交
通
体
系
実
証
実
験
』
を

活
か
せ
な
い
か
。

　
高
齢
者
の
生
活
を
守
る

た
め
に
も
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
の
必
要
性
が
高
ま
る
。

　
実
証
実
験
の
推
移
を
見

守
り
、「
門
川
町
地
域
公
共

交
通
会
議
」
で
検
討
し
て

い
く
。

問
隣
接
の
日
向
市
に
あ
る

重
点
港
湾
、『
細
島
港
』
の

活
用
、
連
携
に
つ
い
て
は
。

　
細
島
港
振
興
協
会
に
、

物
流
拠
点
づ
く
り
に
む
け
、

検
討
委
員
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
今
後
連
携
・
協

議
を
進
め
て
い
く
。

問
本
年
６
月
公
表
の
『
細

島
港
』計
画
に
よ
る
と
、工

業
用
地
と
し
て
24
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
埋
立
て
、

６
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

深
15
ｍ
岸
壁
新
設
を
予
定

し
、
位
置
的
に
は
門
川
町

向
ヶ
浜
南
側
に
近
接
し
て

い
る
。

　

本
町
が
具
体
的
な
提
案

な
ど
を
試
み
る
こ
と
で
、

今
年
度
開
設
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
本

町
の
産
業
団
地
構
想
な
ど

に
活
か
し
て
み
て
は
。

　
今
後
、
日
向
市
、
県
と

情
報
共
有
し
、
門
川
町
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

問
農
林
水
産
業
、工
業
、サ

ー
ビ
ス
産
業
は
、
時
代
の

変
革
と
と
も
に
発
展
及
び

衰
退
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

今
後
も
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
よ
り
急
激
に
変

化
し
て
い
く
。

　

門
川
町
で
も
漁
業
、
町

内
商
店
街
、
農
林
業
の
変

化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

を
実
現
し
て
い
く
中
で
、

町
と
し
て
急
ぐ
べ
き
産
業

振
興
の
具
体
策
は
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
。
施

設
園
芸
の
拡
大
。
林
業
に

つ
い
て
は
、
森
林
づ
く
り

事
業
に
よ
る
植
林
、
下
刈

り
な
ど
の
支
援
。
水
産
業

で
は
、
放
流
事
業
、
漁
船

燃
費
向
上
対
策
、
藻
場
保

全
な
ど
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、

「
振
興
券
」「
商
品
券
」
の

継
続
、県
外
企
業
訪
問
、門

川
町
へ
の
企
業
立
地
の
情

報
提
供
な
ど
。
ま
た
、
町

内
関
係
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
推
進
し
て
い
く
。

み
ん
な
で
見
守
ろ
う
！

運
転
技
能
低
下
の
前
兆

一
、�
急
ブ
レ
ー
キ
が
多
く

な
る

二
、�

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を

超
え
る

三
、�

信
号
無
視
、
標
識
の

見
落
と
し
増
え
る

四
、
車
庫
入
れ
に
失
敗

五
、�

車
間
距
離
が
キ
ー
プ

で
き
な
い

六
、�

カ
ー
ブ
を
ス
ム
ー
ズ

に
曲
が
れ
な
い

免
許
返
納
を
勧
め
る
コ
ツ

一
、�

本
人
の
為
の

　
　
自
主
返
納

二
、�

医
師
な
ど
か
ら

　
　
運
転
制
限
の
助
言

三
、�

決
ま
っ
た
人
で

　
　
送
り
迎
え

四
、�

車
に
代
わ
る

　
　
交
通
手
段

五
、�

運
転
経
歴
証
明
書
の

受
領
　
　
　
　
　
　

（
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
介
護
よ
り
）
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長

 

町 

長

問
三
ヶ
瀬
地
区
特
に
大
原
、

阿
仙
原
は
大
雨
の
た
び
に

田
畑
が
浸
水
し
て
い
る
、

今
回
は
住
宅
の
床
上
浸
水

等
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

河
川
改
修
や
宅
地
の
嵩

上
げ
等
の
抜
本
的
な
対
策

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
抜
本
的
な
対
策
と
い
え

ば
、
三
ヶ
瀬
川
の
河
川
改

修
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、

河
川
整
備
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
改
修
事
業
の

見
通
し
も
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
河
川
の
堆
積

土
砂
撤
去
工
事
を
度
々
実

施
し
て
い
る
、
ま
た
過
去

の
災
害
に
対
し
て
地
元
が

行
う
堤
防
嵩
上
げ
の
補
助

金
を
出
し
当
面
可
能
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
大
原
地
区
は
今
回
の
災

害
復
旧
事
業
に
合
わ
せ
て
、

堤
防
の
嵩
上
げ
が
実
施
さ

れ
る
予
定
。

　
抜
本
的
な
対
策
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

と
も
災
害
か
ら
の
人
命
、

財
産
の
保
護
に
対
し
て
、

県
と
も
協
力
し
て
、
ソ
フ

ト
面
、
ハ
ー
ド
面
そ
れ
ぞ

れ
に
可
能
な
対
策
を
実
施

し
て
い
く
。

問
浸
水
対
策
と
し
て
住
宅

の
嵩
上
げ
に
町
独
自
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
は
。

　
全
国
、
県
内
の
状
況
を

調
査
し
て
い
く
。

災
害
ご
み
対
応
は

問
被
災
者
か
ら
清
掃
工
場

の
対
応
に
不
満
の
声
を
聴

き
ま
し
た
。

　

近
隣
の
自
治
体
は
、
臨

時
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
け
対
応
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
本
町
の
対
応

は
適
切
だ
っ
た
の
か
。

　
台
風
通
過
後
の
20
日
時

点
で
は
災
害
ご
み
の
状
況

が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、

清
掃
工
場
は
通
常
通
り
の

受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

　
要
望
が
あ
っ
た
西
門
川

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
は
仮

置
き
場
を
設
置
し
、
清
掃

工
場
へ
の
畳
の
搬
入
は
切

断
せ
ず
受
け
入
れ
た
。

　
今
回
の
台
風
災
害
で
は

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、

今
後
は
災
害
の
規
模
・
範

囲
等
を
勘
案
し
、
特
別
対

応
が
必
要
な
場
合
は
、
仮

置
場
の
設
置
、
清
掃
工
場

へ
の
受
け
入
れ
方
法
な
ど

適
切
な
対
応
を
迅
速
に
行

っ
て
い
く
。

　三ケ瀬川の抜本的な災害対策は
森　誠一　

町長　河川整備計画はない

 

建
設
課
長

大
原
地
区
被
災
状
況

要
望
が
あ
っ
た
仮
置
き
場

上
井
野
地
区
住
宅
浸
水
状
況

細島港
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長
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長
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長
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長

 

町 

長

　西門川地区　空家バンクの開設を
神㟢千香子

町長　町内全体の空家の調査から

　
私
が
決
定
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
検
討
委
員
会
で

答
申
を
頂
き
、
区
の
総
会

や
西
門
川
の
教
育
を
語
る

会
で
了
承
さ
れ
教
育
委
員

会
の
答
申
に
沿
っ
て
、

粛
々
と
進
め
て
い
く
。

問
町
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
地

域
や
教
育
委
員
会
に
丸
投

げ
で
、
粛
々
と
従
う
だ
け

で
い
い
の
か
。

　

空
家
対
策
の
法
律
に
も

重
点
地
区
設
定
が
あ
る
が
、

西
門
川
地
区
を
重
点
地
区

と
し
て
、
県
の
中
山
間
地

の
条
例
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
、
総
合
的
な
空
家
施

策
を
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は

記
憶
に
な
い
。

問
そ
の
内
容
は
、
西
門
川

地
域
が
門
川
町
の
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
よ
う
な
モ
デ
ル

に
な
ら
な
い
か
。

　

西
門
川
小
中
の
存
続
が

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、

若
い
世
代
は
西
門
川
に
定

住
し
な
い
。

　

若
い
世
代
の
住
め
る
環

境
を
整
備
し
町
内
外
か
ら

も
若
い
世
代
を
呼
び
込
ん

だ
ら
ど
う
か
等
の
意
見
だ

が
。

問
西
門
川
地
区
は
、
町
民

の
水
が
め
、
五
十
鈴
川
の

上
流
で
命
の
要
の
地
域
だ
。

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、

若
者
の
定
住
策
が
最
重
要

で
あ
る
。

　

空
家
を
活
用
し
た
定
住

策
を
展
開
す
る
た
め
空
家

を
調
査
し
空
家
バ
ン
ク
の

開
設
を
。

　
地
方
創
生
の
事
業
で
、

移
住
促
進
を
あ
げ
て
い
る
。

今
後
、
町
内
の
空
家
の
調

査
を
行
い
、
調
査
の
結
果
、

所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

空
家
バ
ン
ク
の
検
討
を
進

め
、
宅
建
協
会
と
も
連
携

し
、
移
住
者
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
、
の
意
向
に
沿
え
る
よ

う
に
努
め
る
。

問
学
校
統
廃
合
委
員
会
の

中
で
消
防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
な
ど
が
、
定
住
化
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
を
出

し
て
い
る
が
、
そ
の
事
に

対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

　
定
住
化
施
策
で
進
め
て

い
く
。

問
西
門
川
地
区
に
特
化
し

て
質
問
し
て
い
る
。今
、西

門
川
小
中
学
校
が
統
廃
合

の
憂
き
目
に
合
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　

統
廃
合
検
討
委
員
会
の

中
で
、
消
防
団
、
保
護
者

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
定

住
策
を
す
る
事
が
、
門
川

の
活
性
化
に
な
る
。

　

小
中
学
校
を
残
す
こ
と

は
、
地
域
の
た
め
に
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。」と

し
て
い
る
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
の
議

事
録
を
読
ま
れ
た
か
。

　
特
化
し
て
、
こ
こ
を
中

心
に
と
か
、
こ
こ
だ
け
を

と
い
う
町
政
の
仕
方
は
い

け
な
い
と
思
う
。
つ
ね
に

全
体
を
見
回
し
た
上
で
の

均
衡
あ
る
施
策
と
い
う
の

が
必
要
だ
。

　そ
の
他
の
質
問

①�

西
門
川
児
童
館
を
正
式

な
保
育
園
に

②�

学
校
選
択
制
度
に
つ
い

て
③�

特
認
校
の
募
集
は
公
募

の
際
、
条
件
を
明
記
す

べ
き

④�

特
認
校
の
兄
弟
で
入
学

の
条
件
は
撤
廃
す
べ
き

分
な
協
議
・
連
携
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

問
近
年
、
全
国
の
公
園
で

中
高
年
が
楽
し
め
る
遊
具

が
増
え
て
い
る
。
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ツ
イ
ス
ト
、

ジ
ャ
ン
プ
、
屈
伸
等
の
運

動
が
で
き
る
大
人
用
「
健

康
遊
具
」
だ
。　
　

　

少
子
高
齢
化
で
子
供
の

公
園
利
用
が
減
少
す
る
一

方
で
、
公
園
に
集
う
中
高

年
が
増
加
。
健
康
づ
く
り

や
老
化
防
止
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
各
地
の
自

 

町 

長

 

町 

長

問
近
年
の
殺
伐
と
し
た
世

相
の
中
に
あ
っ
て
、「
文
化

の
力
」
が
今
ほ
ど
必
要
な

時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
町
内
に
も
、
絵
、
写

真
、
華
道
、
書
道
等
々
た

く
さ
ん
の
方
が
活
動
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、

町
内
に
は
そ
の
発
表
の
場

所
が
な
い
た
め
町
民
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
か
ぎ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

方
々
が
よ
り
一
層
地
域
の

た
め
に
活
躍
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
強
調
し
た
い
。

　

現
在
あ
る
施
設
を
利
用

し
、
い
つ
で
も
活
動
発
表

が
出
来
る
よ
う
に
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

　
本
町
で
は
「
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
文

化
の
振
興
の
必
要
性
か
ら
、

文
化
施
設
を
整
備
、
充
実

さ
せ
、
文
化
活
動
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
門

川
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
と

岡
市
で
は
愛
宕
山
公
園
な

ど
３
箇
所
、
日
向
市
で
も

御
鉾
ケ
浦
公
園
な
ど
３
箇

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
今
後
、
こ
れ
ら
の
利
用

状
況
な
ど
も
参
考
に
し
た

い
。

　
健
康
遊
具
設
置
の
目
的

は
十
分
理
解
し
て
い
る
が

今
後
、
本
町
へ
の
導
入
に

つ
い
て
は
高
齢
者
団
体
や

地
区
か
ら
の
要
望
も
伺
い

な
が
ら
設
置
場
所
の
選
定

や
利
用
者
の
見
込
み
、
整

備
効
果
な
ど
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

治
体
が
力
を
入
れ
て
い
る
。

中
高
年
の
方
が
、
散
歩
が

て
ら
公
園
に
寄
り
、
筋
力

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
腹
筋
ベ

ン
チ
や
懸
垂
平
行
棒
な
ど

の
健
康
遊
具
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
遊
び
感
覚

で
気
軽
に
体
を
動
か
す
こ

と
で
介
護
予
防
に
も
つ
な

が
る
。
本
町
で
も
、
健
康

遊
具
の
設
置
を
望
む
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
年
次

的
で
も
良
い
か
ら
導
入
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
健
康
遊
具
は
、

全
国
的
に
設
置
が

進
ん
で
い
る
。
高

齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に

公
園
を
活
用
す
る

事
例
が
増
え
て
き

て
い
る
。

　
一
方
設
置
場
所

に
よ
っ
て
は
利
用

者
が
少
な
く
、
整

備
効
果
が
図
ら
れ

て
い
な
い
事
例
も

あ
る
。

　
近
隣
自
治
体
の

導
入
状
況
を
調
査

し
て
み
る
と
、
延

　文化振興への取組を
菊地　稿治　

町長　活性化のために各団体の声を聞く

の
連
携
で
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
き
て
い
る
。

　
総
合
文
化
会
館
、
図
書

館
や
中
央
公
民
館
な
ど
活

動
の
拠
点
と
な
る
施
設
整

備
と
そ
れ
ら
の
有
効
活
用
、

さ
ら
に
文
化
を
担
う
人
材

や
文
化
団
体
の
育
成
が
町

民
の
芸
術
文
化
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
　

　
今
後
さ
ら
に
、
文
化
活

動
が
活
性
化
す
る
た
め
町

文
化
協
会
を
含
め
た
各
団

体
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と

と
も
に
、
発
表
の
場
と
し

て
の
施
設
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
条
件
面
整
備
も
含

め
各
施
設
の
管
理
者
と
十

健
康
遊
具
を
使
っ
た

健
康
づ
く
り

中学生と「しめ縄」を作りました

ミニコンサート
（西門川活性化センターで）

町文化祭展示の生け花

愛宕山公園



　　　議会だより  かどがわ  No.149 （10）議会だより  かどがわ  No.149　　　（11）

 

町 

長

 

町 

長

 

町 
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長

問
門
川
漁
港
の
養
魚
場
跡

は
、
一
部
の
生
活
廃
棄
物

は
取
り
除
か
れ
た
が
、
依

然
と
し
て
廃
墟
の
ま
ま
で

あ
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

い
け
す
に
は
汚
水
が
た
ま

り
、
建
物
の
残
骸
が
中
や

周
り
に
散
乱
し
て
い
る
。

こ
の
朽
ち
果
て
た
姿
は
、

見
苦
し
い
。

　

魚
の
町
門
川
町
に
と
っ

て
、
近
く
に
は
魚
の
加
工

場
が
あ
り
、
環
境
上
、
何

時
ま
で
も
放
置
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
解
決
方
法

は
な
い
の
か
。

 

町 

長

問
五
十
鈴
川
及
び
そ
の
支

流
で
あ
る
三
ケ
瀬
川
、

津
々
良
川
流
域
は
、
た
び

た
び
台
風
や
大
雨
に
よ
る

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
近
年

災
害
の
規
模
は
大
き
く
な

り
、
災
害
に
襲
わ
れ
る
回

数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
台
風
16
号
の
被

害
か
ら
分
か
る
よ
う
に
流

域
住
民
の
不
安
は
消
え
る

こ
と
が
な
く
、
増
大
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
被
害
状
況
は
、

住
居
の
床
上
浸
水
25
世
帯
、

床
下
浸
水
50
世
帯
、
水
田

の
冠
水
48
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

水
田
の
流
出
・
埋
没
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
道
路
の
被
害

10
箇
所
、
林
道
の
被
害
11

箇
所
、
河
川
の
被
害
５
箇

所
、
崖
崩
れ
２
箇
所
、
西

門
川
小
中
学
校
の
文
教
施

設
の
被
害
な
ど
数
多
く
に

及
ん
で
い
る
。

　

被
害
総
額
は
10
月
17
日

の
時
点
で
、
約
１
億
７
０

０
０
万
円
。

　

特
に
西
門
川
地
域
は
、

過
去
に
何
度
も
大
き
な
水

害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

抜
本
的
な
対
策
は
。

　
こ
の
土
地
に
つ
い
て
は

北
部
港
湾
事
務
所
の
所
有

地
で
あ
る
が
、
管
理
は
門

川
漁
協
が
行
っ
て
い
る
。

　
門
川
漁
協
と
し
て
も
こ

の
廃
棄
物
問
題
は
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
り
、
継
続

的
に
県
と
検
討
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
、
門
川
漁
協

と
尾
末
地
区
区
長
会
の
連

名
で
県
に
環
境
改
善
の
依

頼
を
行
っ
た
。

　
先
月
も
、
門
川
漁
協
か

ら
県
に
活
用
方
法
に
つ
い

て
相
談
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
国
の
補
助
事
業
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ

て
い
る
が
、
実
施
要
件
が

合
わ
ず
難
し
い
状
況
に
あ

る
。

　
ま
ず
は
、
管
理
者
で
あ

る
門
川
漁
協
と
県
や
契
約

者
と
の
協
議
内
容
の
推
移

を
考
慮
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
も
出
来
る
範
囲
で
協

力
し
て
い
き
た
い
。

　五十鈴川の抜本的洪水対策は
水永　正継　

町長　今年度中に河川整備計画を策定する

　
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
、

県
に
対
し
て
五
十
鈴
川
の

本
格
河
川
改
修
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
度
、
五
十
鈴
川
水

系
河
川
整
備
計
画
（
案
）

が
策
定
さ
れ
、
関
係
住
民

説
明
会
を
経
て
、
今
年
度

中
に
河
川
整
備
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
洪
水
対
策
と
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
の
橋
梁
上

部
か
ら
、
更
生
橋
上
流
ま

で
の
約
10
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
区
間
の
川
床
掘
削
や

築
堤
、
護
岸
の
整
備
を
行

う
。

　
五
十
鈴
川
の
支
流
三
ヶ

瀬
川
、
津
々
良
川
の
県
管

理
区
間
の
箇
所
も
引
き
続

き
防
災
対
策
を
要
望
し
て

い
く
。

各
種
団
体
の

　
　
　

活
動
支
援

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

　空き家・空き地対策は
森川　春夫

町長　条例に基づき対応していく

正
さ
れ
、
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
の
内
容
や
実
施
方
法

等
。
ま
た
、
集
団
的
分
析

の
結
果
の
活
用
方
法
は
。

　
本
町
役
場
も
そ
の
対
象

事
業
所
に
該
当
す
る
。
今

回
創
設
の
制
度
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然

防
止
を
主
な
目
的
と
す
る

と
と
も
に
、
検
査
結
果
を

集
団
分
析
し
、
職
場
環
境

改
善
に
つ
な
げ
る
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て
本

町
で
は
、
事
務
処
理
を
総

務
課
の
担
当
職
員
が
行
い
、

内
容
の
確
認
、
分
析
等
を

外
部
機
関
へ
委
託
し
、
連

携
し
て
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
面
接
指
導
を
実

施
す
る
医
師
は
、
町
の
産

業
医
を
想
定
し
、
現
在
そ

の
実
施
体
制
の
構
築
を
行

っ
て
い
る
。

　
集
団
分
析
結
果
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
本
制
度
の

趣
旨
が
十
分
に
反
映
さ
れ

た
も
の
と
な
る
よ
う
、
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。

問
「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
、
把
握
さ
れ

た
特
定
空
家
等
（
放
置
す

れ
ば
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
家
屋
な
ど
）
に
対
す

る
今
後
の
対
策
は
。

　

ま
た
、
勧
告
を
受
け
て

も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
雑

草
等
が
繁
茂
す
る
空
き
地

の
今
後
の
対
策
は
。

　
特
定
空
家
等
は
、
全
て

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
。

　
今
後
も
「
生
活
環
境
条

例
」に
基
づ
き
対
応
し
、ま

た
所
有
者
等
が
近
隣
在
住

者
で
あ
れ
ば
、
直
接
適
正

管
理
を
お
願
い
す
る
。

　
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

計
画
等
は
、
県
内
の
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
空
き
地
に
つ
い
て
も
条

例
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

文
書
に
て
改
善
を
お
願
い

し
て
も
、
改
善
さ
れ
な
い

場
合
は
再
通
知
を
行
な
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
勧
告
書

を
送
付
し
て
い
る
。

　
近
隣
市
町
村
の
方
で
あ

れ
ば
、
直
接
会
っ
て
説
明
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
平
成
25
年
３
月
議
会
で

各
種
団
体
の
情
報
発
信
や

交
流
の
場
の
設
置
に
つ
い

て
、
検
討
を
し
て
い
る
と

の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
は

　
こ
れ
ま
で
設
置
場
所
の

検
討
を
行
な
い
、
候
補
を

選
定
し
て
い
た
が
、
現
在

ま
で
に
実
施
に
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
運
用
や

管
理
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
合
わ

せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
、「
門
川
魅
力
発
見

塾
」
に
引
き
続
き
、
本
年

10
月
よ
り
人
材
の
育
成
を

目
的
に
「
か
ど
が
わ
創
生

館
」
を
開
講
し
た
。

問
労
働
安
全
衛
生
法
が
改

増
水
の
様
子（
更
生
橋
）

大
原
地
区
田
ん
ぼ
被
害

養
魚
場
跡
に
散
乱
す
る
ゴ
ミ

漁
港
の
環
境
問
題
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�平成26年６月議会　森　誠一議員　
問�スマートインターから国道への道路整備は。
答町長
　加草中村線の整備手法を県に相談している。
　町としても、今回の補正予算でこの路線の概
略設計を実施し、事業化に向けた検討を進める。

�平成26年６月議会　請関　義人議員　
問�スマートインターのアクセス整備について。
答町長
　加草～中村線を可能な限り、早期に着手する。

�平成26年６月議会　内山田善信議員
問�スマートインター供用開始後、周辺町道の交通
量の増加に伴い町道整備計画は。
答町長
　丸山川沿いの「加草枝橋線」が懸念されるが、
緩和策として『加草中村線』の早期事業化を図る。

�平成27年９月議会　米良　格議員　
問�都市計画道路　加草～中村線の完成年度は。
答町長
　県に県道として整備を要望中。

�平成27年９月議会　安藤　福松議員
問加草中村線の整備が必要。
答町長
　産業や観光の振興などに大きな効果があり、
津波対策避難路にもなることから、県道認定に
向けて要望活動中。

�平成28年６月議会　神㟢千香子議員
問加草中村線の取り組みと見通しは。
答町長
　県道認定を県へ要望しているが、現実は要件
を満たしてなく厳しい。県道認定の必要性を粘
り強く取り組む。
問�概略設計と費用は。
答建設課長
　延長は６３５メートル、鉄道高架のルートで
は、概算事業費は約 7億円。
問�防災面、観光面からも重要で、付近は車も多
く、生活道路としても不安がある。まず、町
主体で取り組むのが本筋ではないか。
答建設課長
　これからは、町がどうすれば県から支援が受
けられるか、具体的に県と協議していきたい。
答町長
　前進するための一番いい方法でやっていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　���（記：神﨑）

傍聴者の声
　９月議会において議場音声が聞き取りにくいというご指摘を
いただき、12 月議会でマイクを試験的に１本増設しました。
・�前回よりも一歩前進の議会内容であったと感じた。質問内容
も答弁内容も明確に聞き取れた。
・�質問者側の集音マイク２本立は大変良い効果を与えていると
思います。質問者の言葉が今までよりも明確に聞き取れる様
になっています。（傍聴者より）
　貴重な御意見ありがとうございました。今後もよりよい議会
運営に努めます。

加草中村線 スマートインターと国道10号へのアクセス道路

�平成28年５月
県への要望活動　町長　議長他
要望内容
　加草～中村線の県道認定。
県
　県道認定の要件を満たす必要があるが、加草
中村線はこの要件を満たしておらず、現状にお
いて県道認定は大変厳しい。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
労
働
法
制
の
改
正
内
容
に
即
し
、
要

介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
の
介
護

休
暇
の
所
得
可
能
期
間
を
、
３
の
期
間

に
分
割
し
て
取
得
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に

つ
き
、
２
時
間
を
越
え
な
い
範
囲
内
で

要
介
護
者
の
介
護
が
可
能
と
な
る
介

護
制
度
を
新
設
す
る
。
　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
現
在
施
工
中
の
海
浜
総
合
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
に
伴
い
、
使
用
料

の
見
直
し
を
す
る
も
の
。

　
コ
ー
ト
１
面
、
１
時
間
当
た
り
、
生

徒
が
１
０
０
円
か
ら
２
１
０
円
に
、
一

般
が
２
１
０
円
か
ら
４
３
０
円
に
改

正
す
る
。
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
す
る
。
　

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

非
常
勤
特
別
職
職
員
の
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
農
業
委
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の

出
会
費
用
を
、
特
別
職
の
報
酬
（
日

額
）
と
し
て
支
出
す
る
も
の
。
　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
生
じ
た
「
条
項
ず
れ
」
を

改
正
す
る
も
の
で
、
内
容
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
制
定

　
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
受

益
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か

ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度

加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実

現
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
。

（
採
択
・
賛
成
多
数
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
に
対
す
る
人
事
院
勧

告
お
よ
び
宮
崎
県
人
事
委
員
会
勧
告

を
受
け
、
国
と
宮
崎
県
は
職
員
の
給
与

を
改
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
町
も

国
、
県
に
準
じ
て
改
定
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
国
、
県
に
準
じ
、
職
員
の

初
任
給
を
１
５
０
０
円
引
き
上
げ
、
若

年
層
に
お
い
て
も
同
程
度
の
改
定
を

行
い
、
そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
円

の
改
定
を
基
本
に
、
職
員
の
月
例
給
を

平
均
０
・
２
％
引
き
上
げ
る
給
料
表
の

改
定
行
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
を
０
・
１
月
引
き
上
げ
、
年

間
４
・
３
月
と
す
る
も
の
。
　
　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

　
以
下
の
３
条
例
の
一
部
改
正
は
、
前

述
の
一
般
職
の
職
員
に
対
す
る
措
置
に

準
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
０・１
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

条　

例　

の　

改　

正

条　

例　

の　

制　

定

意　

見　

書

質問席にマイク２本設置

国道10号との交差点付近（加草）




